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地
震
、
台
風
、
ゲ
リ
ラ
豪
雨
な

ど
の
災
害
は
身
近
な
と
こ
ろ
で
い

つ
発
生
す
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。

　
直
近
で
は
７
月
上
旬
に
九
州
地

方
で
記
録
的
大
雨
に
よ
る
被
害
が

あ
り
ま
し
た
。
町
で
も
平
成
23
年

に
台
風
12
号
の
影
響
で
数
十
戸
が

浸
水
の
被
害
を
受
け
ま
し
た
。
利

根
川
・
烏
川
の
流
れ
て
い
る
玉
村

町
に
と
っ
て
、
水
害
は
特
に
警
戒

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
災
害
で
す
。

　
皆
さ
ん
は
さ
ま
ざ
ま
な
災
害
に

対
す
る
備
え
を
し
て
い
ま
す
か
？

　
マ
リ
ア
ナ
東
方
１
，
０
０
０
キ

ロ
メ
ー
ト
ル
の
海
上
で
発
生
し
た

カ
ス
リ
ー
ン
台
風
は
、
本
州
付
近

に
停
滞
し
て
い
た
前
線
を
活
性
化

さ
せ
て
関
東
・
東
北
地
方
に
大
雨

を
も
た
ら
し
ま
し
た
。

　
関
東
地
方
で
は
、
こ
の
大
雨
に

よ
る
土
砂
災
害
や
洪
水
氾
濫
災
害

に
よ
り
死
者
１
，
０
０
０
人
以
上
、

家
屋
の
浸
水
約
30
万
戸
、
家
屋
の

半
倒
壊
約
３
万
戸
の
甚
大
な
被
害

が
発
生
し
ま
し
た
。

　
記
録
に
よ
る
と
、
今
か
ら
70
年

前
の
昭
和
22
年
９
月
15
日
、
当
時

の
玉
村
町
お
よ
び
芝
根
村
の
被
害

状
況
は
、
堤
防
の
決
壊
６
カ
所
、

家
屋
の
流
出
７
戸
、
家
屋
の
倒
壊

２
戸
、
半
壊
36
戸
、
浸
水
８
１
０

戸
、
橋
梁
流
出
２
カ
所
な
ど
多
く

の
被
害
が
出
ま
し
た
。
ま
た
、
当

時
の
上
陽
村
も
前
橋
方
面
か
ら
の

濁
流
に
よ
り
浸
水
被
害
が
大
き
い

こ
と
を
あ
わ
せ
る
と
河
川
流
域
に

甚
大
な
被
害
が
残
り
ま
し
た
。

　
福
島
地
区
、
南
玉
地
区
で
利
根

川
堤
防
が
決
壊
し
、
傾
斜
の
あ
る

南
東
方
面
へ
濁
流
が
堆
積
し
、
五

料
地
区
の
堤
防
が
決
壊
し
て
埼
玉

県
側
に
流
れ
出
て
い
き
ま
し
た
。

　
五
料
・
川
井
・
飯
倉
地
区
で
は

浸
水
水
位
が
約
２
メ
ー
ト
ル
に
達

し
、
川
井
・
飯
倉
公
民
館
で
は
カ

ス
リ
ー
ン
台
風
に
よ
る
浸
水
水
位

を
示
し
た
説
明
版
が
設
置
さ
れ
て

お
り
、
実
際
の
水
位
を
体
感
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
こ
れ
だ
け
の
被
害
を
残
し
た
カ

ス
リ
ー
ン
台
風
で
す
が
、
町
内
で

は
直
接
の
死
者
が
い
な
か
っ
た
よ

う
で
す
。
こ
れ
も
当
時
の
住
民
の

連
携
に
よ
る
、
自
助
・
共
助
の
行

動
が
も
た
ら
し
た
結
果
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

も
し
も
災
害
が
発
生
し
た
ら

も
し
も
災
害
が
発
生
し
た
ら

も
し
も
災
害
が
発
生
し
た
ら

増水した利根川（福島橋から撮影）平成25年９月

役場前の道路が冠水　平成23年９月 蛭堀が溢れ道路が冠水（上新田）平成23年９月

生
活
環
境
安
全
課
☎
（
64
）７
７
０
８

昭
和
22
年

カ
ス
リ
ー
ン
台
風
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町
で
は
、
災
害
が
発
生
し
た
場

合
ま
た
は
発
生
す
る
お
そ
れ
が
あ

る
場
合
に
、
災
害
応
急
活
動
を
行

う
た
め
「
玉
村
町
地
域
防
災
計

画
」
を
策
定
し
て
い
ま
す
。
町
長

が
本
部
長
と
な
り
、
消
防
、
警
察

な
ど
と
連
携
し
、
救
助
班
、
建
設

班
、
消
防
班
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な

班
分
け
に
よ
り
、
救
助
、
情
報
収

集
・
発
信
、
避
難
所
の
設
営
・
運

営
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
復
旧
な
ど
、

災
害
に
対
応
す
る
計
画
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　
平
成
21
年
に
は
洪
水
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
を
作
成
し
、
河
川
氾
濫
時

の
浸
水
予
想
に
基
づ
き
、
浸
水
範

囲
や
避
難
場
所
を
図
示
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
河
川
管
理
者
で
あ
る

国
と
県
が
浸
水
想
定
区
域
の
見
直

し
作
業
を
進
め
て
い
る
た
め
、
平

成
29
年
度
中
に
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

を
改
定
す
る
予
定
で
す
。

　
い
ざ
災
害
が
起
き
た
場
合
に
落

ち
着
い
て
行
動
す
る
準
備
と
し
て
、

下
記
の
表
で
自
宅
近
隣
の
緊
急
避

難
場
所
な
ど
を
確
認
し
て
お
き
ま

し
ょ
う
。

　

玉村町災害時指定緊急避難場所および指定避難所

　災害から一時的に難を逃れる緊急時の避難場所である。防災施設の整備の状況、地形、地質、その他の状況を勘
案して、安全性等の一定の基準を満たす施設又は場所を、洪水、津波、その他の異常な現象の種類ごとに指定する。

　災害時に一定期間滞在するための施設である。災害の発生時における被災者の滞在先となるべき適切な施設の円滑
な確保を図るため、生活環境等の確保に関する一定の基準を満たす施設を指定する。

施設名
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○

玉村町役場
保健センター
勤労者センター
玉村高等学校
玉村小学校
第1保育所
玉村幼稚園
西児童館
第5保育所
道の駅玉村宿
社会体育館
南小学校
第2保育所
南中学校
南児童館
玉村中学校
中央小学校
文化センター
中央児童館
南幼稚園
上陽小学校
第3保育所
上陽児童館
老人福祉センター
芝根小学校
第4保育所
健康の森児童館

下新田２０１
下新田２０１
下新田２２７－１
与六分１４
下新田９９－１
下新田１７６
板井５３－２
板井５３－１
福島３１－１
上新田６０４－１
上之手１５１７
角渕５０１１
角渕５１０９
上之手１７４８
上之手２０２１－３
福島９１３
福島４０１
福島３２５
福島５３３－２
後箇２１５－１
樋越９２１－１
樋越９０４
樋越８６５－２
上福島２９６
飯倉３９
飯倉７０
飯倉５９

６５－２５１１
６４－７７０６
６５－７１４４
６５－２３０９
６５－２３０４
６５－２５６５
６５－７７０１
６５－１１３７
６５－５０００
２７－６６８８
６５－６５３７
６５－９０００
６５－２５６６
６５－８１８８
６４－７６５４
６５－２０１９
６５－５６０９
６５－１０００
６４－１４００
２０－４１００
６５－２３５０
６５－２５６７
６４－６５６５
６５－１２９４
６５－２６５０
６５－２５６４
６４－６６００

電話番号
指定緊急避難場所

指定避難所
洪　水 地　震 大規模な火災

指定緊急避難場所とは

指定避難所とは


